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要 旨 

近年、一定の要件を満たすホワイトカラーの労働時間規制を緩和する「ホワ

イトカラー・エクゼンプション制度」の是非が議論されており、労働時間規制

の適用除外によって総労働時間がどのように変化するかが論点となっている。

そこで、本稿では、管理職や年俸制適用の労働者など、すでに労働時間規制の

適用除外となっている労働者（ホワイトカラー・エグゼンプションが適用され

ている労働者）をトリートメント・グループ、それ以外の労働者をコントロー

ル・グループとし、両グループで労働時間が大きく異なるかどうかを検証した。

具体的には、『慶應義塾家計パネル調査（KHPS）』の個票データを利用して、ホ

ワイトカラー・エグゼンプションの適用の ATE（Average Treatment Effect）をマ

ッチング推計し、ホワイトカラー・エグゼンプションの適用が労働時間へ与え

る影響を推計した。分析の結果、総じてみれば、ホワイトカラー・エグゼンプ

ションの適用によって労働時間が顕著に長くなるとの証左は見出せないこと、

ただし、より詳細に労働者の属性別に分析すると、ホワイトカラー・エグゼン

プションが労働時間に与える影響は、どの労働者に対しても等しいものではな

く、属性によって異なることもわかった。 
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